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事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
カ
月

児
　
検
　
診

－
月
9
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

54

年
9
月

生
れ
の
人

域全

はたかの月当該もて
く
い
な
さ
が
だ
知
く
通
で
人
い
個
お

1
歳
6
カ
月

児
　
検
　
診

1
月
n
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

労
青
少
年
ホ
ー
ム

53
年
7
月

生
れ
の
人

3
歳
児
検
診

1
月
2
3
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

51

年
7
月

生
れ
の
人

育
児
相
談

1
月
1
7
日

　
（
木
）

午
後
1
時
半

～
3
時
半

吉
田
出
張
所
生
後
12
カ

月
ま
で
の

人

吉
田
地
区

1
月
1
8
日

　
（
金
）

水
沢
出
張
所

水
沢
地
区

－
月
”
醐
日

　
（
火
）

十
日
町
公
民
館

54
年
1
月

～
3
月
生

れ
の
人

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
。
大
井

田
・
新
座

地
区

－
月
2
5
日

　
（
金
）

中
条
公
民
館
生
後
1
2
カ

月
ま
で
の

人

中
条
地
区

1
月
2
5
日

　
（
金
）

下
条
公
民
館

下
条
地
区

・灘蒙編騰の叢役鎌繋籔，

　市役所では、12月29日（ガ～

1月3日困まで平常業務は休

ませていただきます。ただし、

市民課、会計課、税務課、下

水道課の窓口業務は29日（土）の

午前中、30日旧1の午前中も行

いますのでご利用ください。

．．講蘇翻麟蓬鰍蝶・

　衛生施設組合では、12月30

日（日）～1月3日困までごみ収

集を休ませていただきます・

なお、焼却場へのゴミの持ち

込みは12月29・30日は1日中、

31日は午前中圭で受付ます。

埋立地は12月30日まで受付て

います。

◎交通事故無料相談日　i　習　智贈　　冒　畠　昌　昌詰　1

期日・月7目（月）　i中富宣山池至＋山）大昌

鵯回轍囎i鷺畏鍔離驚農艶

郵便局からお願い

　
郵
便
局
で
は
、
元
日
に

み
な
さ
ん
の
お
宅
に
年
賀

状
を
配
達
し
ま
す
が
、
束

が
大
き
く
な
る
と
ポ
ス
ト

の
中
に
入
ら
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
午
前
八

時
半
こ
ろ
ま
で
に
は
玄
関

の
戸
を
開
け
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
一
月
二
十
二
日
㈹
午
前
九
時

～
正
午
ま
で
　
昭
和
町
一
丁
目
の
一

部
、
昭
和
町
二
丁
目
、
昭
和
町
三
丁

目
の
一
部
、
泉
町
、
西
寺
町
の
一
部
、

七
軒
町
の
一
部
、
高
田
町
二
丁
目
の

一
部訂
　
　
正

　
市
報
と
お
か
ま
ち
十
二
月
十
日
号

七
P
の
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
の
お

知
ら
せ
で
、
前
納
報
奨
金
の
計
算
式

の
前
納
月
数
が
四
百
五
十
九
円
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
四
百
五
十
九
月
の

ま
ち
が
い
で
す
の
で
訂
正
し
ま
す
。

ゆ
ず
り
ま
す
※
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

◆
皿
月
15
日
ま
で
の
受
付
分
　
　
（
希
望
者
は
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
V

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
　
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
格

希
望
価
格

サ
ン
ヨ
ー
カ
セ
ッ
ト

カ
ー
ス
テ
レ
オ

中
　
古

相
談
で

ベ
　
　
ッ
　
　
ト

（
シ
ン
グ
ル
か
セ
ミ
ダ
ブ
ル

中
　
古

相
談
で

も
ち
つ
き
器

（
一
升
炊
き
）

〃

一
万
五
千
円

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

〃

五
千
円
位

ガ
ス
乾
燥
器

〃

一
万
五
千
円

オ
　
ル
ガ
　
ン

〃

二
～
三
万
円

　
　
湿
　
器

（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）

〃

三
万
円

〃

〃

二
～
三
万
円

冷
　
蔵

（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）

〃

三
万
円

〃

〃

相
談
で

〃

躍

二
万
円
位

琴

〃

相
談
で

ス
キ
ー
と
く
つ

（
小
学
二
年
鎗
傷
）

〃

二
～
三
万
円

」版1／25
　　　　　　　　　　　口51号口
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十
目
町
市
雪
ま
つ
り
委
員
会
で
は
、

織
物
工
業
協
同
組
合
の
後
援
を
得
て

第
】
回
カ
ラ
ー
「
雪
の
十
目
町
」
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
の
参
加
作
品
を
募
集

し
て
い
ま
す
．
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

テ
ー
マ
　
雪
ま
つ
り
、
雪
げ
し
き
、

行
事
、
風
俗
、
機
織
り
、
雪
国
の
人
、

雪
と
子
ど
も
な
ど
冬
の
十
目
町
に
取

材
し
た
も
の
で
未
発
表
の
作
品

サ
イ
ズ
　
三
十
五
ミ
リ
判
以
上
の
カ

ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
か
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

イ
．
、
G
判
、
二
B
判
、
ま
た
は
キ
ャ
ビ

ネ
判
の
単
写
真
に
限
り
ま
す
．

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

ザ
寧
　
曽

応
募
方
法
　
①
題
名
　
②
住
所
、
氏

名
　
③
年
齢
　
④
連
絡
先
　
⑤
カ
メ

ラ
、
レ
ン
ズ
名
、
を
記
入
し
た
応
募

票
（
自
作
可
）
を
作
品
裏
面
に
添
付

し
、
千
歳
町
．
了
一
．
．
市
役
所
商
工

課
内
　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
係
へ

締
切
り
　
圧
十
五
年
↓
．
一
月
一
、
一
十
一
日

（
消
印
有
効
）

発
表
　
四
月
ド
旬
に
地
元
新
聞
、
市

報
、
並
び
に
本
人
に
直
接
通
知

審
査
員
　
中
俣
正
義
（
日
本
写
真
家

協
会
々
員
）

賞
　
推
薦
　
一
名
　
　
（
賞
状
、
市
価

十
万
円
相
当
の
十
日
町
の
着
物
）

雪上BMX大会参加者募集
日時　2月10日　午前10時～14時
会場　ヵ一ニバル会場
競技　ジュニア　（小6年生まで）シニア
　（中3年生まで）オープン（高校生以上）

ルール　日本BMX協会ルーノレで
参加料　500円（保険料）

申込先　市内高田町1　㈱マノレハチ内。

　J　BA十日町支部内’
申込期限　2月8日（金）

：
O

　　　一臨時列車一
2月9日（土）
長野発　11：00→ 1’日町着　14：24

新潟発12：30→十日町着14：50
－1・日田丁発　 20：40→長里予着　　 23：51

十日町発　20：45→新潟着　　23：00

十日町発　21：20→越後川口発21：48

十目町発　21：30→森宮野原着22：14

2月10日（日）

新潟発　9：32→十日町着11：47
　1・日町発　16：45→新潟発　　19：15

特
選
　
一
．
一
名
　
　
（
賞
状
、
市
価
κ
万

円
相
当
の
十
日
町
の
着
物
）

入
選
　
二
十
名
、
努
力
賞
　
．
．
一
十
名

そ
の
他
　
入
賞
者
は
、
入
賞
ネ
ガ
を

提
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。
な
お
、
使

用
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
、
宣
伝
印
刷

物
な
ど
に
使
用
さ
れ
ま
す
。
入
賞
以
外

の
作
品
は
返
信
用
切
手
同
封
者
に
限

り
返
却
い
た
し
ま
す
．
詳
細
は
、
雪

ま
つ
り
事
務
局
（
B
七
1
．
二
七
一
．
三

番
）
か
市
商
工
課
へ
、

雪
ま
つ
り
会
場
で
の

　
　
　
飲
食
物
の
提
供
は

　
　
　
　
　
　
　
届
け
出
を

　
雪
ま
つ
り
に
飲
食
物
の
提
供
や
販

売
を
予
定
し
ー
、
お
ら
れ
る
か
た
は
、

至
急
、
雪
ま
つ
り
事
務
局
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
な
く
検
便
な

ど
出
店
に
必
要
な
事
項
を
済
ま
し
て

い
な
い
場
合
、
当
目
、
保
健
所
か
ら

撤
収
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
必
ら
ず
届
け
出
て
く
だ
レ
．
」
い
。

雪
ま
つ
り
行
事
の
詳
細
は

二
月
五
日
頃
、
嘱
託
員
さ

ん
を
通
じ
、
全
戸
に
配
布

い
た
し
ま
す
。

＊ワンパク広場

●雪上動物園　●スノーファールドアスレチック

＊雪上カーニバル

●きものショー　●歌謡ショー　●紋紙焼納

●雪上花火など

＊撮影会（カーニバル会場附近）

●ミスユニバース、ミスワールドのミス、準

ミスなど5名を予定

広
場
行
事
案
内

　
　
結醐

　
　
赫

＊ふるさと広場

●ウルトラマンショー　●雪上きものショー

＊コミュニティ広場

●雪上茶室　●節季市　●雪まつり歩み展

＊愛とロマンの広場

●郷土芸能と民踊の祭典　●ほんやらどう広場

＊くらしの広場

●民謡のど自慢大会　●コシヒカリ号雪上遊覧
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お

灘
往
み
麟
雛
郷
畿
懸
国
霊
調
査
が
婆
■
甲

灘
灘
灘
・
蟹
講
査
の
あ
ら
ま
麟

　
市
の
国
土
調
査
事
業
は
、
昭
和
三
十
四
年
か
ら
始
め
ら
れ
、
昨
年
度

ま
で
に
中
条
平
場
、
下
条
平
場
、
吉
田
北
部
、
八
箇
平
場
、
六
箇
平
場
、

水
沢
平
場
、
苗
場
山
ろ
く
地
区
の
調
査
が
完
了
し
て
い
ま
す
．

　
昭
和
五
十
五
年
度
は
、
川
治
西
部
地
区
《
区
域
は
別
表
の
と
お
り
）

を
地
籍
調
査
す
る
予
定
で
す
が
、
み
な
さ
ん
か
ら
国
土
調
査
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

■
地
籍
調
査
は

　
　
権
利
と
く
ら
し
を
守
る

　
今
ま
で
み
な
さ
ん
が
利
用
さ
れ
て

い
た
“
土
地
台
帳
”
や
“
更
正
図
”

は
、
明
治
の
初
め
に
地
租
を
と
り
た

て
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
ー
．
㌧
、
当

時
の
測
量
技
術
の
幼
稚
さ
と
永
い
年

月
を
経
た
た
め
、
現
況
の
う
つ
リ
カ

わ
り
も
あ
り
、
今
で
は
使
い
道
に
よ

　
　
　
”

　
　
　
灘

　
　
　
鰻

　
　
　
照
”

　
　
　
鰐

　
　
　
　
輻
撰
轡
，

茜
誤
”
巽
。
3
…
・

　
　
　
ぜ
短

怨

）
．
8
し

　
　
　
　
　
，
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
”
禦
ド
。

　
　
　
　
1

　
　
　
　
一
8
●
　
1

　
　
　
　
　
　
　
－
1
日
U

　
　
　
　
　
　
　
輪
h
闘
読
9
！
．

G

っ
て
は
あ
て
に
な
ら
な
く
な
り
、
大

切
な
土
地
に
つ
い
イ
、
の
争
い
の
原
因

と
な
っ
て
い
ま
す
．
、

　
こ
の
た
め
、
み
な
さ
ん
の
土
地
に

関
す
る
権
利
を
守
り
、
色
々
な
長
期

計
画
を
た
て
実
行
す
る
基
礎
と
す
る

た
め
地
籍
調
査
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
地
籍
調
査
は
、
正
し
い
測
量

技
術
で
、
新
し
い
地
図
と
帳
簿
（
地

籍
図
と
地
籍
簿
）
を
作
り
、
み
な
さ

ん
の
土
地
の
正
し
い
位
置
、
形
、
地

番
、
地
目
、
面
積
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
の
も
の
イ
．
㌧
す
。

■
地
籍
調
査
で

み
な
さ
ん
に
お
願
い
す
る
こ
と

　
地
籍
調
査
を
す
る
た
め
に
は
、
土

地
の
一
筆
ご
と
に
境
界
や
地
番
、
地

目
等
の
調
査
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
．
（
一
筆
調
査
）

　
こ
の
調
査
は
、
現
地
と
照
合
し
な

が
ら
や
っ
て
行
き
ま
す
の
ー
、
k
、
ま
ず

あ
た
た
の
土
地
の
境
の
主
な
曲
り
角

に
「
自
分
の
地
所
は
こ
こ
ま
で
だ
」

と
い
う
こ
と
を
示
す
杭
を
、
隣
の
地

主
の
か
た
の
立
会
に
ょ
り
ま
ち
が
い

の
な
い
よ
う
打
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　
な
お
、
一
筆
調
査
の
前
に
つ
ぎ
の

こ
と
を
済
ま
せ
て
お
い
て
ぐ
だ
さ
い
、
、

ω
山
林
、
原
野
な
ど
で
雑
木
、
カ
ヤ

な
ど
の
密
生
し
て
い
る
境
界
線
は
、

早
目
に
刈
払
い
を
し
て
お
く
。

ω
売
買
や
譲
渡
な
ど
の
登
記
の
済
ん

で
い
な
い
も
の
は
直
ち
に
手
続
き
を
．

⑥
農
道
や
水
路
で
幅
員
が
一
定
し
て

い
な
い
も
の
は
、
な
る
べ
く
関
係
者

で
話
し
合
い
、
必
要
な
ヵ
所
に
幅
杭

を
立
て
ま
し
よ
う
。

　
こ
の
準
備
が
お
わ
る
と
、
測
量
技

師
が
詳
細
に
測
量
し
図
面
を
作
り
ま

す
。
測
量
は
み
な
キ
、
」
ん
が
打
っ
た
杭

を
境
界
点
に
し
て
行
い
ま
す
の
で
、

境
界
杭
は
永
久
的
な
も
の
を
打
つ
よ

う
に
、
ま
た
抜
い
た
り
倒
し
た
り
し

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
成
果
は
み
な
さ
ん
に

　
　
　
　
見
て
も
ら
い
ま
す

　
測
量
が
お
わ
っ
て
地
籍
図
と
地
籍

簿
が
で
き
あ
が
る
と
、
二
十
日
間
市
・

役
所
で
閲
覧
に
供
さ
れ
ま
す
．
市
報

や
回
覧
板
で
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
目
を
通
し
て
、

自
分
の
土
地
の
調
査
測
量
に
ま
ち
が

い
が
な
い
か
ど
う
か
確
認
し
、
む
し

ま
ち
が
い
を
見
つ
け
た
ら
、
閲
覧
期

間
中
に
申
し
出
’
、
く
だ
さ
い
。

■
成
果
に
よ
り
、
今
ま
で
の
土
地
台

帳
や
更
正
図
は
書
き
か
え
ら
れ
ま
す

　
森
な
さ
ん
に
閲
覧
し
て
ま
ち
カ
㌧

が
な
い
こ
と
が
確
め
ら
れ
る
と
、
・
て

の
成
果
は
県
に
送
付
さ
れ
、
所
定
の

手
続
き
を
経
て
認
証
さ
れ
、
県
報
に

公
告
さ
れ
ま
す
。
ま
た
こ
の
「
写
」

を
同
時
に
登
記
所
へ
送
付
し
ま
す
．

　
こ
れ
に
ょ
り
、
土
地
に
つ
い
て
の

み
な
さ
ん
の
権
利
は
守
ら
れ
、
境
界

紛
争
等
を
防
止
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

55年度実施予定区域

一川治西部地区一
⊆苗場下段圃場整備関連地域を含む）

趣
国痩 第

川
治
内
後
線

㊧
胎

消
防
署

県

　　　　　　北新田　　線

　　　㊧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳、、、
　　南中　　　　　　　　　　　　　　　　　　自動車学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　城之古工場団地！

　　塚　原　線　　　　　城
　　　　　　　　　　　　　　書

　　　□実施予定区域（土地改良済、区画整理済地を除く）

ノ
　
　
　
冶
　
　
　
婦

屋根雪おろしの転落事故が多発し亡います。十分ご注意ください。
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妻
有
の
伝
統
的
く
ら
し
ぶ
り
の
内

か
ら
生
活
の
知
恵
を
さ
ぐ
ろ
う
。
そ

ん
な
テ
ー
マ
で
二
月
七
日
か
ら
二
十

九
日
ま
で
、
博
物
館
で
は
「
雪
の
民

具
展
」
が
開
か
れ
ま
す
。

　
こ
こ
に
は
、
各
種
コ
ス
キ
な
ど
の

除
雪
具
、
カ
ン
ジ
キ
、
ス
カ
リ
、
ス

ッ
ポ
ン
な
ど
の
雪
中
歩
行
具
、
ソ
リ

を
中
心
と
し
た
雪
中
運
搬
具
、
暖
房

具
や
寒
さ
を
防
ぐ
防
寒
具
が
展
示
さ

れ
、
雪
国
の
冬
の
生
活
を
し
の
ば
せ

ま
す
．
子
供
た
ち
の
冬
の
遊
び
道
具

も
展
示
さ
れ
、
雪
に
ま
け
な
い
元
気

な
子
供
の
世
界
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
二
月
九
日
・
十
日
の
雪
ま

つ
り
に
あ
わ
せ
て
、
市
内
新
水
の
お

年
寄
り
の
協
力
に
よ
る
ワ
ラ
仕
事
の

実
演
も
お
こ
な
わ
れ
ま
す
．
・
て
．
】
で

で
き
上
っ
た
ワ
ラ
製
品
の
販
売
も
い

た
し
ま
す
。

　
雪
ま
つ
り
に
お
い
で
の
親
戚
．
知

人
・
友
人
を
さ
そ
っ
て
、
ぜ
ひ
博
物

館
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

明
石
ち
ぢ
み
を

　
　
　
　
　
　
さ
が
し
て
く
だ
さ
い
ノ

　
博
物
館
で
は
、
春
の
特
別
展
と
し

て
、
十
日
町
織
物
の
名
声
を
高
め
た

明
石
ち
ぢ
み
を
と
り
上
げ
、
「
明
石
ち

ぢ
み
と
サ
ッ
テ
モ
節
展
」
（
仮
称
）
を

企
画
し
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
．

　
現
在
、
各
方
面
か
ら
の
協
力
で
、

資
料
や
製
品
も
徐
々
に
集
ま
り
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
展
示
す
る

た
め
に
は
不
足
し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

　
そ
こ
で
館
で
は
、
資
料
の
充
実
を

は
か
り
特
別
展
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
明
石
ち

ぢ
み
の
収
集
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
．

　
ど
う
か
皆
さ
ん
も
、
自
宅
の
タ
ン

会　場二博物館2階
　　　　特別展示室
入場料二無　料
実　演ニワラ仕事
　　　　2月9日（土）・10日（日

　　　　午前10時～12時
　　　　午後1時～3時
お問い合わせは盈7－5531番

ス
や
押
入
れ
の
中
に
、
使
わ
な
く
な

っ
た
明
石
ち
ぢ
み
や
そ
の
他
の
資
料

が
ね
む
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
な
い

か
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
の
資
料
で
博
物
館
を
よ
り

充
実
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

博
物
館
資
料
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
（
5
4
年
11
・
1
2
月
分
）

関
口

雲
野
勇
　
　
北
新
田

阿
部
有
司
　
北
新
田

林
定
一
郎
　
北
新
田

地
域
振
興
整
理
公
団
長
岡
都
市

開
発
事
務
所
　
長
岡
市
柳
原
町

山
崎
国
政

滝
沢
栄
輔

根
津
正
平

塩
野
部
落

石
沢
寅
義

上
村
正
夫

小
林
勝
平

四
日
町
新
田
四

本
町
東
一

稲
荷
町
三
東

塩
野
津
南
町
駒
返
り

土
市
第
一

姿

松
下
亀
太
郎
姿

岡
村
登
美
雄
高
山

小
沢
正
吉
小
泉

中
町
保
夫
為
永

大
島
清
一
郎
太
子
堂

中
林
元
平
　
若
宮
町

秋
山
満
治
郎
北
新
田

阿
部
正
一
　
北
新
田

岡
村
柳
平
北
新
田

宮
沢
雄
一
郎
北
新
田

樋
ロ
ク
マ

松
岡
喜
久

飯
塚
清
吉

富
田
淑
子

佐
野
ま
つ

山
本
関
口
樋
口
町

加
賀
糸
屋
町

神
明
町

本
町
六

富
井
賢
一
郎
背
戸

半
問
リ
キ

塩
川
貞
子

斎
木
重
郎

阿
部
ケ
ン

高
橋
左
一

中
林
喜
美

春
川
正
二

高
田
町
二

稲
荷
町
一

南
鐙
坂

本
町
四

住
吉
町

若
宮
町

田
川
町
二

徳
永
マ
ツ
ノ
高
田
町
二

庭
野
ヤ
ィ

池
田
マ
ス

山
内
蓮
子

関
口
喜
一

尾
身
イ
ク

尾
身
ア
ィ

渡
辺
富
治

江
道
田
川
町
二

本
町
三

千
葉
県
市
川
市

鉢鉢学
校
町
一

国
士
館
大
学
文
学
部
人
文
会

　
　
　
　
　
東
京
都
世
田
谷
区

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
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お

灘
往
み
麟
雛
郷
畿
懸
国
霊
調
査
が
婆
■
甲

灘
灘
灘
・
蟹
講
査
の
あ
ら
ま
麟

　
市
の
国
土
調
査
事
業
は
、
昭
和
三
十
四
年
か
ら
始
め
ら
れ
、
昨
年
度

ま
で
に
中
条
平
場
、
下
条
平
場
、
吉
田
北
部
、
八
箇
平
場
、
六
箇
平
場
、

水
沢
平
場
、
苗
場
山
ろ
く
地
区
の
調
査
が
完
了
し
て
い
ま
す
．

　
昭
和
五
十
五
年
度
は
、
川
治
西
部
地
区
《
区
域
は
別
表
の
と
お
り
）

を
地
籍
調
査
す
る
予
定
で
す
が
、
み
な
さ
ん
か
ら
国
土
調
査
を
理
解
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

■
地
籍
調
査
は

　
　
権
利
と
く
ら
し
を
守
る

　
今
ま
で
み
な
さ
ん
が
利
用
さ
れ
て

い
た
“
土
地
台
帳
”
や
“
更
正
図
”

は
、
明
治
の
初
め
に
地
租
を
と
り
た

て
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
ー
．
㌧
、
当

時
の
測
量
技
術
の
幼
稚
さ
と
永
い
年

月
を
経
た
た
め
、
現
況
の
う
つ
リ
カ

わ
り
も
あ
り
、
今
で
は
使
い
道
に
よ

　
　
　
”

　
　
　
灘

　
　
　
鰻

　
　
　
照
”

　
　
　
鰐

　
　
　
　
輻
撰
轡
，

茜
誤
”
巽
。
3
…
・

　
　
　
ぜ
短

怨

）
．
8
し

　
　
　
　
　
，
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
”
禦
ド
。

　
　
　
　
1

　
　
　
　
一
8
●
　
1

　
　
　
　
　
　
　
－
1
日
U

　
　
　
　
　
　
　
輪
h
闘
読
9
！
．

G

っ
て
は
あ
て
に
な
ら
な
く
な
り
、
大

切
な
土
地
に
つ
い
イ
、
の
争
い
の
原
因

と
な
っ
て
い
ま
す
．
、

　
こ
の
た
め
、
み
な
さ
ん
の
土
地
に

関
す
る
権
利
を
守
り
、
色
々
な
長
期

計
画
を
た
て
実
行
す
る
基
礎
と
す
る

た
め
地
籍
調
査
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
地
籍
調
査
は
、
正
し
い
測
量

技
術
で
、
新
し
い
地
図
と
帳
簿
（
地

籍
図
と
地
籍
簿
）
を
作
り
、
み
な
さ

ん
の
土
地
の
正
し
い
位
置
、
形
、
地

番
、
地
目
、
面
積
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
の
も
の
イ
．
㌧
す
。

■
地
籍
調
査
で

み
な
さ
ん
に
お
願
い
す
る
こ
と

　
地
籍
調
査
を
す
る
た
め
に
は
、
土

地
の
一
筆
ご
と
に
境
界
や
地
番
、
地

目
等
の
調
査
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
．
（
一
筆
調
査
）

　
こ
の
調
査
は
、
現
地
と
照
合
し
な

が
ら
や
っ
て
行
き
ま
す
の
ー
、
k
、
ま
ず

あ
た
た
の
土
地
の
境
の
主
な
曲
り
角

に
「
自
分
の
地
所
は
こ
こ
ま
で
だ
」

と
い
う
こ
と
を
示
す
杭
を
、
隣
の
地

主
の
か
た
の
立
会
に
ょ
り
ま
ち
が
い

の
な
い
よ
う
打
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

　
な
お
、
一
筆
調
査
の
前
に
つ
ぎ
の

こ
と
を
済
ま
せ
て
お
い
て
ぐ
だ
さ
い
、
、

ω
山
林
、
原
野
な
ど
で
雑
木
、
カ
ヤ

な
ど
の
密
生
し
て
い
る
境
界
線
は
、

早
目
に
刈
払
い
を
し
て
お
く
。

ω
売
買
や
譲
渡
な
ど
の
登
記
の
済
ん

で
い
な
い
も
の
は
直
ち
に
手
続
き
を
．

⑥
農
道
や
水
路
で
幅
員
が
一
定
し
て

い
な
い
も
の
は
、
な
る
べ
く
関
係
者

で
話
し
合
い
、
必
要
な
ヵ
所
に
幅
杭

を
立
て
ま
し
よ
う
。

　
こ
の
準
備
が
お
わ
る
と
、
測
量
技

師
が
詳
細
に
測
量
し
図
面
を
作
り
ま

す
。
測
量
は
み
な
キ
、
」
ん
が
打
っ
た
杭

を
境
界
点
に
し
て
行
い
ま
す
の
で
、

境
界
杭
は
永
久
的
な
も
の
を
打
つ
よ

う
に
、
ま
た
抜
い
た
り
倒
し
た
り
し

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
成
果
は
み
な
さ
ん
に

　
　
　
　
見
て
も
ら
い
ま
す

　
測
量
が
お
わ
っ
て
地
籍
図
と
地
籍

簿
が
で
き
あ
が
る
と
、
二
十
日
間
市
・

役
所
で
閲
覧
に
供
さ
れ
ま
す
．
市
報

や
回
覧
板
で
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
目
を
通
し
て
、

自
分
の
土
地
の
調
査
測
量
に
ま
ち
が

い
が
な
い
か
ど
う
か
確
認
し
、
む
し

ま
ち
が
い
を
見
つ
け
た
ら
、
閲
覧
期

間
中
に
申
し
出
’
、
く
だ
さ
い
。

■
成
果
に
よ
り
、
今
ま
で
の
土
地
台

帳
や
更
正
図
は
書
き
か
え
ら
れ
ま
す

　
森
な
さ
ん
に
閲
覧
し
て
ま
ち
カ
㌧

が
な
い
こ
と
が
確
め
ら
れ
る
と
、
・
て

の
成
果
は
県
に
送
付
さ
れ
、
所
定
の

手
続
き
を
経
て
認
証
さ
れ
、
県
報
に

公
告
さ
れ
ま
す
。
ま
た
こ
の
「
写
」

を
同
時
に
登
記
所
へ
送
付
し
ま
す
．

　
こ
れ
に
ょ
り
、
土
地
に
つ
い
て
の

み
な
さ
ん
の
権
利
は
守
ら
れ
、
境
界

紛
争
等
を
防
止
す
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。

55年度実施予定区域

一川治西部地区一
⊆苗場下段圃場整備関連地域を含む）

趣
国痩 第

川
治
内
後
線

㊧
胎

消
防
署

県

　　　　　　北新田　　線

　　　㊧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳、、、
　　南中　　　　　　　　　　　　　　　　　　自動車学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　城之古工場団地！

　　塚　原　線　　　　　城
　　　　　　　　　　　　　　書

　　　□実施予定区域（土地改良済、区画整理済地を除く）

ノ
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妻
有
の
伝
統
的
く
ら
し
ぶ
り
の
内

か
ら
生
活
の
知
恵
を
さ
ぐ
ろ
う
。
そ

ん
な
テ
ー
マ
で
二
月
七
日
か
ら
二
十

九
日
ま
で
、
博
物
館
で
は
「
雪
の
民

具
展
」
が
開
か
れ
ま
す
。

　
こ
こ
に
は
、
各
種
コ
ス
キ
な
ど
の

除
雪
具
、
カ
ン
ジ
キ
、
ス
カ
リ
、
ス

ッ
ポ
ン
な
ど
の
雪
中
歩
行
具
、
ソ
リ

を
中
心
と
し
た
雪
中
運
搬
具
、
暖
房

具
や
寒
さ
を
防
ぐ
防
寒
具
が
展
示
さ

れ
、
雪
国
の
冬
の
生
活
を
し
の
ば
せ

ま
す
．
子
供
た
ち
の
冬
の
遊
び
道
具

も
展
示
さ
れ
、
雪
に
ま
け
な
い
元
気

な
子
供
の
世
界
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
二
月
九
日
・
十
日
の
雪
ま

つ
り
に
あ
わ
せ
て
、
市
内
新
水
の
お

年
寄
り
の
協
力
に
よ
る
ワ
ラ
仕
事
の

実
演
も
お
こ
な
わ
れ
ま
す
．
・
て
．
】
で

で
き
上
っ
た
ワ
ラ
製
品
の
販
売
も
い

た
し
ま
す
。

　
雪
ま
つ
り
に
お
い
で
の
親
戚
．
知

人
・
友
人
を
さ
そ
っ
て
、
ぜ
ひ
博
物

館
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

明
石
ち
ぢ
み
を

　
　
　
　
　
　
さ
が
し
て
く
だ
さ
い
ノ

　
博
物
館
で
は
、
春
の
特
別
展
と
し

て
、
十
日
町
織
物
の
名
声
を
高
め
た

明
石
ち
ぢ
み
を
と
り
上
げ
、
「
明
石
ち

ぢ
み
と
サ
ッ
テ
モ
節
展
」
（
仮
称
）
を

企
画
し
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
．

　
現
在
、
各
方
面
か
ら
の
協
力
で
、

資
料
や
製
品
も
徐
々
に
集
ま
り
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
展
示
す
る

た
め
に
は
不
足
し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

　
そ
こ
で
館
で
は
、
資
料
の
充
実
を

は
か
り
特
別
展
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
明
石
ち

ぢ
み
の
収
集
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
．

　
ど
う
か
皆
さ
ん
も
、
自
宅
の
タ
ン

会　場二博物館2階
　　　　特別展示室
入場料二無　料
実　演ニワラ仕事
　　　　2月9日（土）・10日（日

　　　　午前10時～12時
　　　　午後1時～3時
お問い合わせは盈7－5531番

ス
や
押
入
れ
の
中
に
、
使
わ
な
く
な

っ
た
明
石
ち
ぢ
み
や
そ
の
他
の
資
料

が
ね
む
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
な
い

か
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
あ
な
た
の
資
料
で
博
物
館
を
よ
り

充
実
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

博
物
館
資
料
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
（
5
4
年
11
・
1
2
月
分
）

関
口

雲
野
勇
　
　
北
新
田

阿
部
有
司
　
北
新
田

林
定
一
郎
　
北
新
田

地
域
振
興
整
理
公
団
長
岡
都
市

開
発
事
務
所
　
長
岡
市
柳
原
町

山
崎
国
政

滝
沢
栄
輔

根
津
正
平

塩
野
部
落

石
沢
寅
義

上
村
正
夫

小
林
勝
平

四
日
町
新
田
四

本
町
東
一

稲
荷
町
三
東

塩
野
津
南
町
駒
返
り

土
市
第
一

姿

松
下
亀
太
郎
姿

岡
村
登
美
雄
高
山

小
沢
正
吉
小
泉

中
町
保
夫
為
永

大
島
清
一
郎
太
子
堂

中
林
元
平
　
若
宮
町

秋
山
満
治
郎
北
新
田

阿
部
正
一
　
北
新
田

岡
村
柳
平
北
新
田

宮
沢
雄
一
郎
北
新
田

樋
ロ
ク
マ

松
岡
喜
久

飯
塚
清
吉

富
田
淑
子

佐
野
ま
つ

山
本
関
口
樋
口
町

加
賀
糸
屋
町

神
明
町

本
町
六

富
井
賢
一
郎
背
戸

半
問
リ
キ

塩
川
貞
子

斎
木
重
郎

阿
部
ケ
ン

高
橋
左
一

中
林
喜
美

春
川
正
二

高
田
町
二

稲
荷
町
一

南
鐙
坂

本
町
四

住
吉
町

若
宮
町

田
川
町
二

徳
永
マ
ツ
ノ
高
田
町
二

庭
野
ヤ
ィ

池
田
マ
ス

山
内
蓮
子

関
口
喜
一

尾
身
イ
ク

尾
身
ア
ィ

渡
辺
富
治

江
道
田
川
町
二

本
町
三

千
葉
県
市
川
市

鉢鉢学
校
町
一

国
士
館
大
学
文
学
部
人
文
会

　
　
　
　
　
東
京
都
世
田
谷
区

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
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贈
与
税
の
申
告
は
二
月
一
日
か
ら
、

所
得
税
の
確
定
申
告
や
事
業
税
、
住

民
税
の
申
告
は
二
月
十
六
日
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
受
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。

　
申
告
期
限
が
間
近
に
な
る
と
、
税

務
署
で
は
大
変
混
雑
し
、
落
ち
着
い

て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長
時
間

待
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

申
告
は
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

申
告
書
を
書
く
と
き
は
、
　
「
申
告

書
の
書
き
か
た
」
や
「
確
定
申
告
の

手
引
」
を
参
考
に
し
て
、
申
告
書
の

二
面
か
ら
番
号
順
に
記
入
す
る
と
簡

単
に
で
き
ま
す
。

　
前
年
確
定
申
告
を
行
っ
た
人
に
は

税
務
署
か
ら
書
類
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
必
ず
そ
の
用
紙
を
使
っ
て
申

菩
寳

　
　
（

告
し
て
く
だ
さ
い
。
今
年
新
た
に
申

告
す
る
人
は
、
税
務
署
に
用
紙
を
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。
所
得
や
税
額
の

計
算
の
仕
方
、
申
告
書
の
書
き
か
た

な
ど
で
不
明
な
点
は
お
気
軽
に
税
務

署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
の
期
間
中
は
、
税
務
署

の
ほ
か
、
市
町
村
や
税
理
士
会
で
も

無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

贈

申告書は自分で
書きましょう

齪申告著
膨酋．偽名…

わ楯箇所は
自分で1
害鰭“う、

税

　
贈
与
税
は
、
個
人
が
一
年
間
に
も

ら
っ
た
財
産
の
合
計
額
が
六
十
万
円

を
超
え
る
と
き
に
か
か
り
ま
す
。

　
昭
和
五
十
四
年
中
に
も
ら
っ
た
財

産
の
価
額
が
、
合
計
し
て
六
十
万
円

以
上
の
と
き
は
、
贈
与
税
の
申
告
を

し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
財
産
の

評
価
額
な
ど
不
明
な
点
は
、
税
務
署

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
贈
与
税
の
納
税
期
限
は
、
三
月
十

五
日
ま
で
で
す
が
、
税
額
が
五
万
円

を
超
え
て
い
て
一
時
に
納
税
し
に
く

い
と
き
は
、
担
保
を
提
供
し
て
五
年

以
内
の
年
賦
に
よ
り
延
納
す
る
こ
と

確定申告の相談日
区分 月　日 時間 会　場

税務署

2月21日術

午前9時

　～
午後4時

十日町

　　市役所

2月22日㈹

2月25日（月）

2月26日（火）

2月27日㈱

税理士会
の無料相
談所

3月3日（月） 午前9時半
　　～

午後4時

十日町

商工会議所3月4日㈹

納税は便利な振替納税で

　税金も、電気料や水道料などのよう

に銀行などの預貯金口座から、自動的

に納めることができます。預貯金口座

振替依頼書を、税務署または金融機関

5
に提出するだけで、預貯金口座から振

替によって納税できる制度です。

i翁騰難1鰻

　
ほ
り

　
創
　
早
　
お
　
は
　
告
　
申
　
定
　
確

が
で
き
ま
す
。

σ
、（

延
納
期
間
中
は
、

年
六
・
六
％
の
利
子
税
が
か
か
り
ま

す
）還

付
　
　
　
　
た
め
の

　
税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申

告
書
は
、
二
月
十
五
日
以
前
で
も
受

け
て
い
ま
す
。

税
金
を
還
付
さ
れ
る
人

：岐轍¢便利τマ

‘眼

行

●員圏
圓

①
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
と
き

　
損
害
額
が
所
得
の
十
％
を
超
え
て

い
る
と
き
は
、
そ
の
金
額
が
所
得
金

額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
（
保
険
な
ど

補
て
ん
さ
れ
た
額
は
除
き
ま
す
）

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き

　
支
払
っ
た
医
療
費
が
所
得
の
五
％

か
五
万
円
の
ど
ち
ら
か
低
い
方
の
金

額
を
超
え
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
超

え
て
い
る
部
分
の
金
額
が
所
得
金
額

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
　
（
保
険
な
ど

で
補
て
ん
さ
れ
た
額
は
除
か
れ
ま
す
。

ま
た
控
除
さ
れ
る
額
は
最
高
二
百
万

円
ま
で
で
す
）

③
住
宅
を
新
築
し
た
り
新
築
住
宅
を

購
入
し
た
と
き

　
床
面
積
が
百
六
十
五
平
方
虹
以
下

の
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅

を
購
入
し
て
居
住
し
て
い
る
と
き
は
、

三
・
三
平
方
眉
当
た
り
千
円
、
居
住

し
た
年
か
ら
三
年
間
、
各
年
分
の
所

得
税
額
か
ら
最
高
三
万
円
が
控
除
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
控
除
の
受
け

ら
れ
る
住
宅
を
民
間
の
金
融
機
関
な

ど
か
ら
返
済
期
間
十
年
以
上
の
ロ
ー

ン
に
よ
っ
て
取
得
し
て
い
る
と
き
は
、

年
間
の
返
済
金
額
に
応
じ
て
更
に
最

高
三
万
円
が
三
年
間
に
わ
た
っ
て
控

除
さ
れ
ま
す
。

　
3郷

》
．
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曹

㎜
函
人
㊨

…
冬
の
管
理
は

…
　
こ
の
よ
う
に
〃
”

一
凍
る
の
を
防
ぐ
に
は

一
ピ
乾
い
た
布
な
ど
で
「
ジ
ャ
ロ
」
を

一
包
む
。

…
仲
夜
休
む
前
や
、
便
所
に
起
き
た
と

一
き
に
「
バ
ケ
ツ
一
杯
」
く
ら
い
水
を

一
汲
ん
で
、
水
道
管
の
中
の
水
を
人
れ

↑
か
え
る
。

…
ω
屋
外
の
立
ち
上
が
り
管
は
、
乾
い

一
た
「
ワ
ラ
」
な
ど
で
包
み
、
・
て
の
上

一
一
に
ビ
ニ
ー
ル
を
ま
い
て
お
く
。
（
水

一
分
が
あ
る
と
か
え
っ
て
凍
り
安
く
な

一｝
る
）

一
」
ヒ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
の
と
こ
ろ
は
、

一
上
の
「
金
属
製
の
フ
タ
」
を
は
ず
し
、

…
「
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
く
ず
」
を
管

一
の
ま
わ
り
に
つ
め
る
。

一
㈲
メ
ー
タ
ー
器
の
箱
の
中
に
「
発
泡

一
一
ス
チ
ロ
ー
ル
の
く
ず
」
を
つ
め
る
。

…
8
水
抜
き
不
凍
栓
を
取
り
つ
け
て
あ

一
讐
る
所
で
は
、
忘
れ
ず
に
操
作
を
す
る
．

一
一
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

…
ω
凍
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
「
ジ
ャ
ロ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
道
路
へ

か
ら
で
す
。
「
ジ
ャ
ロ
」
に
厚
め
の

「
ふ
き
ん
」
な
ど
を
ま
き
つ
け
、
そ

の
上
か
ら
「
お
湯
」
を
く
り
返
し
か

け
る
。
（
火
傷
に
注
意
）

回
室
内
全
体
を
暖
め
る
。
（
火
の
用
一

心
）※

こ
の
方
法
で
と
け
な
い
と
き
は
、

水
道
工
事
店
へ
連
絡
し
、
見
て
も
ら

っ
て
く
だ
さ
い
。

「
漏
水
」
を
み
つ
け
る
の
は
、

　
　
　
　
　
あ
な
た
も
で
き
ま
す
。

　
家
中
の
「
ジ
ャ
ロ
」
を
全
部
し
め

て
、
メ
ー
タ
ー
器
を
見
ま
す
．
中
央
・

の
赤
い
星
の
形
を
し
た
「
パ
イ
・
ッ

ト
」
が
ま
わ
っ
て
い
れ
ば
「
漏
水
」

と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
時
は
、
水
道
工
事
店
へ
連
絡
一

し
て
、
調
べ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
給
水
装
置
」
は
「
み
な
さ
ん
」

の
財
産
で
す
。
じ
ょ
う
ず
に
管
理
し
一

じ
ょ
う
ず
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　韓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　即　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　閣　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　辱　　　　　　　　　　顧　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　一　　　　　　　　　甲　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　雪　　　　　一　　　　甲　　　　雪　　　　一　　　〇　　　一　　一　一　曹　曹
一一

　
　
　
　
纏
犠
聖
韓
洩
硫
陰
醍
噌

お
気
簿
謄
薄
嶽
磐
は

　
一
月
七
日
か
ら
降
り
だ
し
た
雪
は

本
格
的
に
な
り
、
一
月
十
五
～
十
六

日
の
降
雪
量
は
七
十
六
穂
．
を
記
録
す

る
な
ど
大
雪
模
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
道
路
交
通
の
確
保
、
な

だ
れ
事
故
の
防
止
な
ど
雪
に
よ
る
被

害
の
防
止
や
軽
減
を
は
か
る
た
め
、

市
役
所
内
に
雪
害
対
策
室
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
お
気
づ
き
の
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
気
軽
に
雪
害
対
策
室

（
8
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
六
八
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

に

しましょうノ
線
意
電
注

◎東北電力◎

A
爆！・

〃

。
0

ク
　
0

臼繋

　
R
＼

鐵惣、’騰

の
雪
捨
て
は
自
粛
し
て
く
だ
さ
い

●
雪
お
ろ
し
は
十
分
気
を
つ
け
て

　
　
　
雪
お
ろ
し
の
時
は
、
引
込
線
や
ト
ラ

　
　
　
ン
ス
な
ど
に
雪
を
あ
て
な
い
よ
う
に

　
　
　
注
意
し
ま
し
ょ
う
．

　　積雪記録
ぐ

＝　積　雪

1　　今年　　146cm

、　　平年　148cm

o　気　温
　　今年　一2。6。

　　平年　一〇．60
　　　（1日の平均）

膿蓄糠、〕

蝉琳蘇縄駄勲墾車－
』紮駕蘇撚墓識豪、嫉

が麟鱒す講鵬鞭懸、、1ス
鷺・』鷺鱒蘭嚇感糖箋、1ピ、

，灘㌻謹雛驚勢燃湖・卜
　　　　　一『、毅　　　礁、欝麟

　　　　　　　　　，趨一繊瀧餐

醗癖嚢、．．。、．．綴繭難瀬難
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贈
与
税
の
申
告
は
二
月
一
日
か
ら
、

所
得
税
の
確
定
申
告
や
事
業
税
、
住

民
税
の
申
告
は
二
月
十
六
日
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
受
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。

　
申
告
期
限
が
間
近
に
な
る
と
、
税

務
署
で
は
大
変
混
雑
し
、
落
ち
着
い

て
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
、
長
時
間

待
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

申
告
は
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

申
告
書
を
書
く
と
き
は
、
　
「
申
告

書
の
書
き
か
た
」
や
「
確
定
申
告
の

手
引
」
を
参
考
に
し
て
、
申
告
書
の

二
面
か
ら
番
号
順
に
記
入
す
る
と
簡

単
に
で
き
ま
す
。

　
前
年
確
定
申
告
を
行
っ
た
人
に
は

税
務
署
か
ら
書
類
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
必
ず
そ
の
用
紙
を
使
っ
て
申

菩
寳

　
　
（

告
し
て
く
だ
さ
い
。
今
年
新
た
に
申

告
す
る
人
は
、
税
務
署
に
用
紙
を
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。
所
得
や
税
額
の

計
算
の
仕
方
、
申
告
書
の
書
き
か
た

な
ど
で
不
明
な
点
は
お
気
軽
に
税
務

署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
の
期
間
中
は
、
税
務
署

の
ほ
か
、
市
町
村
や
税
理
士
会
で
も

無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

贈

申告書は自分で
書きましょう

齪申告著
膨酋．偽名…

わ楯箇所は
自分で1
害鰭“う、

税

　
贈
与
税
は
、
個
人
が
一
年
間
に
も

ら
っ
た
財
産
の
合
計
額
が
六
十
万
円

を
超
え
る
と
き
に
か
か
り
ま
す
。

　
昭
和
五
十
四
年
中
に
も
ら
っ
た
財

産
の
価
額
が
、
合
計
し
て
六
十
万
円

以
上
の
と
き
は
、
贈
与
税
の
申
告
を

し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
財
産
の

評
価
額
な
ど
不
明
な
点
は
、
税
務
署

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
贈
与
税
の
納
税
期
限
は
、
三
月
十

五
日
ま
で
で
す
が
、
税
額
が
五
万
円

を
超
え
て
い
て
一
時
に
納
税
し
に
く

い
と
き
は
、
担
保
を
提
供
し
て
五
年

以
内
の
年
賦
に
よ
り
延
納
す
る
こ
と

確定申告の相談日
区分 月　日 時間 会　場

税務署

2月21日術

午前9時

　～
午後4時

十日町

　　市役所

2月22日㈹

2月25日（月）

2月26日（火）

2月27日㈱

税理士会
の無料相
談所

3月3日（月） 午前9時半
　　～

午後4時

十日町

商工会議所3月4日㈹

納税は便利な振替納税で

　税金も、電気料や水道料などのよう

に銀行などの預貯金口座から、自動的

に納めることができます。預貯金口座

振替依頼書を、税務署または金融機関

5
に提出するだけで、預貯金口座から振

替によって納税できる制度です。

i翁騰難1鰻

　
ほ
り

　
創
　
早
　
お
　
は
　
告
　
申
　
定
　
確

が
で
き
ま
す
。

σ
、（

延
納
期
間
中
は
、

年
六
・
六
％
の
利
子
税
が
か
か
り
ま

す
）還

付
　
　
　
　
た
め
の

　
税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申

告
書
は
、
二
月
十
五
日
以
前
で
も
受

け
て
い
ま
す
。

税
金
を
還
付
さ
れ
る
人

：岐轍¢便利τマ

‘眼

行

●員圏
圓

①
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
と
き

　
損
害
額
が
所
得
の
十
％
を
超
え
て

い
る
と
き
は
、
そ
の
金
額
が
所
得
金

額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
（
保
険
な
ど

補
て
ん
さ
れ
た
額
は
除
き
ま
す
）

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き

　
支
払
っ
た
医
療
費
が
所
得
の
五
％

か
五
万
円
の
ど
ち
ら
か
低
い
方
の
金

額
を
超
え
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
超

え
て
い
る
部
分
の
金
額
が
所
得
金
額

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
　
（
保
険
な
ど

で
補
て
ん
さ
れ
た
額
は
除
か
れ
ま
す
。

ま
た
控
除
さ
れ
る
額
は
最
高
二
百
万

円
ま
で
で
す
）

③
住
宅
を
新
築
し
た
り
新
築
住
宅
を

購
入
し
た
と
き

　
床
面
積
が
百
六
十
五
平
方
虹
以
下

の
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住
宅

を
購
入
し
て
居
住
し
て
い
る
と
き
は
、

三
・
三
平
方
眉
当
た
り
千
円
、
居
住

し
た
年
か
ら
三
年
間
、
各
年
分
の
所

得
税
額
か
ら
最
高
三
万
円
が
控
除
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
控
除
の
受
け

ら
れ
る
住
宅
を
民
間
の
金
融
機
関
な

ど
か
ら
返
済
期
間
十
年
以
上
の
ロ
ー

ン
に
よ
っ
て
取
得
し
て
い
る
と
き
は
、

年
間
の
返
済
金
額
に
応
じ
て
更
に
最

高
三
万
円
が
三
年
間
に
わ
た
っ
て
控

除
さ
れ
ま
す
。

　
3郷

》
．
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曹

㎜
函
人
㊨

…
冬
の
管
理
は

…
　
こ
の
よ
う
に
〃
”

一
凍
る
の
を
防
ぐ
に
は

一
ピ
乾
い
た
布
な
ど
で
「
ジ
ャ
ロ
」
を

一
包
む
。

…
仲
夜
休
む
前
や
、
便
所
に
起
き
た
と

一
き
に
「
バ
ケ
ツ
一
杯
」
く
ら
い
水
を

一
汲
ん
で
、
水
道
管
の
中
の
水
を
人
れ

↑
か
え
る
。

…
ω
屋
外
の
立
ち
上
が
り
管
は
、
乾
い

一
た
「
ワ
ラ
」
な
ど
で
包
み
、
・
て
の
上

一
一
に
ビ
ニ
ー
ル
を
ま
い
て
お
く
。
（
水

一
分
が
あ
る
と
か
え
っ
て
凍
り
安
く
な

一｝
る
）

一
」
ヒ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
の
と
こ
ろ
は
、

一
上
の
「
金
属
製
の
フ
タ
」
を
は
ず
し
、

…
「
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
く
ず
」
を
管

一
の
ま
わ
り
に
つ
め
る
。

一
㈲
メ
ー
タ
ー
器
の
箱
の
中
に
「
発
泡

一
一
ス
チ
ロ
ー
ル
の
く
ず
」
を
つ
め
る
。

…
8
水
抜
き
不
凍
栓
を
取
り
つ
け
て
あ

一
讐
る
所
で
は
、
忘
れ
ず
に
操
作
を
す
る
．

一
一
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

…
ω
凍
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
「
ジ
ャ
ロ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
道
路
へ

か
ら
で
す
。
「
ジ
ャ
ロ
」
に
厚
め
の

「
ふ
き
ん
」
な
ど
を
ま
き
つ
け
、
そ

の
上
か
ら
「
お
湯
」
を
く
り
返
し
か

け
る
。
（
火
傷
に
注
意
）

回
室
内
全
体
を
暖
め
る
。
（
火
の
用
一

心
）※

こ
の
方
法
で
と
け
な
い
と
き
は
、

水
道
工
事
店
へ
連
絡
し
、
見
て
も
ら

っ
て
く
だ
さ
い
。

「
漏
水
」
を
み
つ
け
る
の
は
、

　
　
　
　
　
あ
な
た
も
で
き
ま
す
。

　
家
中
の
「
ジ
ャ
ロ
」
を
全
部
し
め

て
、
メ
ー
タ
ー
器
を
見
ま
す
．
中
央
・

の
赤
い
星
の
形
を
し
た
「
パ
イ
・
ッ

ト
」
が
ま
わ
っ
て
い
れ
ば
「
漏
水
」

と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
時
は
、
水
道
工
事
店
へ
連
絡
一

し
て
、
調
べ
て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
給
水
装
置
」
は
「
み
な
さ
ん
」

の
財
産
で
す
。
じ
ょ
う
ず
に
管
理
し
一

じ
ょ
う
ず
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
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一一

　
　
　
　
纏
犠
聖
韓
洩
硫
陰
醍
噌

お
気
簿
謄
薄
嶽
磐
は

　
一
月
七
日
か
ら
降
り
だ
し
た
雪
は

本
格
的
に
な
り
、
一
月
十
五
～
十
六

日
の
降
雪
量
は
七
十
六
穂
．
を
記
録
す

る
な
ど
大
雪
模
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
道
路
交
通
の
確
保
、
な

だ
れ
事
故
の
防
止
な
ど
雪
に
よ
る
被

害
の
防
止
や
軽
減
を
は
か
る
た
め
、

市
役
所
内
に
雪
害
対
策
室
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
お
気
づ
き
の
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
気
軽
に
雪
害
対
策
室

（
8
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
六
八
）

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

に

しましょうノ
線
意
電
注

◎東北電力◎

A
爆！・

〃

。
0

ク
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鐵惣、’騰

の
雪
捨
て
は
自
粛
し
て
く
だ
さ
い

●
雪
お
ろ
し
は
十
分
気
を
つ
け
て

　
　
　
雪
お
ろ
し
の
時
は
、
引
込
線
や
ト
ラ

　
　
　
ン
ス
な
ど
に
雪
を
あ
て
な
い
よ
う
に

　
　
　
注
意
し
ま
し
ょ
う
．

　　積雪記録
ぐ

＝　積　雪

1　　今年　　146cm

、　　平年　148cm

o　気　温
　　今年　一2。6。

　　平年　一〇．60
　　　（1日の平均）

膿蓄糠、〕

蝉琳蘇縄駄勲墾車－
』紮駕蘇撚墓識豪、嫉

が麟鱒す講鵬鞭懸、、1ス
鷺・』鷺鱒蘭嚇感糖箋、1ピ、

，灘㌻謹雛驚勢燃湖・卜
　　　　　一『、毅　　　礁、欝麟

　　　　　　　　　，趨一繊瀧餐

醗癖嚢、．．。、．．綴繭難瀬難
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個
人
住
宅
建
設
資
金
の
申
込
み
を
受
付

　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
二
月
二
十
七
日
ま
で
…
…

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
自
分
が
住

む
た
め
の
住
宅
を
新
築
す
る
か
た
に

対
し
、
つ
ぎ
の
と
お
り
個
人
住
宅
建

設
資
金
の
申
込
み
を
受
付
ま
す
。

◎
受
付
期
問
　
一
月
二
十
八
日
励
～

二
月
二
十
七
日
菊
ま
で

◎
選
定
方
法
　
先
着
順
に
よ
り
無
抽

選
で
選
定

◎
融
資
額
　
木
造
住
宅
（
八
十
平
方

甘
以
上
）
の
場
合
三
百
六
十
万
円
～

三
百
八
十
万
円
。
断
熱
構
造
化
工
事

を
行
え
ば
十
～
三
十
万
円
の
融
資
額

の
加
算
及
び
老
人
（
六
十
五
歳
以
上
）

ん
ヂ

等
が
同
居
す
る
場
合
は
四
十
～
八
十

万
円
の
融
資
額
割
増
し
制
度
あ
り
。

◎
利
率
　
年
五
・
五
％

◎
返
済
期
問
　
木
造
の
場
合
二
十
五

年
以
内

◎
申
込
場
所
　
住
宅
建
設
場
所
と
同

一
県
内
の
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
店
」
と
表
示
し
た
金
融
機
関
。

　
詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫
北
関

東
支
所
（
費
〇
二
七
二
ー
三
二
ー
六

六
五
五
番
）
ま
た
は
、
お
近
く
の
公

庫
業
務
取
扱
金
融
機
関
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　　　流雪溝の使用は

　　　　　　ルールを守って

　15日から降り続いた雪は、21日に183cmに達

し、いっせいに雪おろしが始まりました。

　このため、屋根からグ）転落事故2件、床上

浸水1件、床下浸水10件など被害がでていま

す。（1月21日現在）

　駅通り、．本町通り、高田町通り、千代田町

など道路は水浸しです。屋根雪処理や流雪溝

の使用はルールを守ってください。

懲
欝
纏
雑
驚
短
除
の
．
r

、
露
木
伐
採
虚
濃
簾
明
癖
癖

　
市
内
の
山
林
め
う
ち
約
六
十
％

の
地
域
は
、
森
林
施
業
欝
爾
に
該
当
・

し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
で
立
木
の

伐
採
ま
た
は
譲
渡
に
よ
ゆ
、
由
林
所

得
税
の
低
滅
を
う
け
よ
う
と
す
る
人

は
、
森
林
縫
合
で
森
林
施
業
討
画
に

．
該
当
し
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
し
て

該
当
す
る
と
ぎ
は
轍
月
末
霞
ま
で
に

市
役
所
農
林
課
で
証
鴫
串
請
し
て
く

だ
さ
鳩

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
百
七
十

四
万
四
千
三
百
十
二
円
の
寄
付
が
集

ま
り
、
こ
の
浄
財
は
左
記
の
よ
う
に

歳
末
慰
問
金
に
使
用
し
ま
し
た
。

区　分 人員 金　額

生活保護世帯 121世帯 242，000円

要保護世帯 125世帯 625，000円

ねたきり老人 109　人 327，000円

重度障害者（児） 66　人 198，000円

長期入院者 146　人 192，600円

施設入所者 111　人 166，500円

合　　　　計 678 1，751，100

（不足分については市社会福祉協議会より支給）

を
県
で
は
、
高
等
学
校
定
時

　
　
制
・
通
信
制
課
程
の
生
徒
を

育
募
集
し
て
い
姿

教
募
集
し
て
い
茎
校

校
◎
定
時
制
公
立
高
等
学
校

学
二
＋
九
校
◎
通
信
制
新

等
潟
高
等
学
校
（
新
潟
市
関
屋

吉
同
下
川
原
町
二
）
　
高
田
南
城

、
り
高
等
学
校
（
上
越
市
南
城
町

す
　
　
三
）

カな
応
募
資
格
こ
と
し
一
二
月
に

き
中
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
へ

　
　
中
学
校
も
し
く
は
こ
れ
に
準

働
ず
る
学
校
を
卒
業
し
蒙

貯
突
紳
記
念
作
文
・

　
　
円
＊

便
兆
料
体
験
記
募
集

郵
5
0
＊

　
郵
政
省
で
は
、
郵
便
貯
金
の
五
十

兆
円
突
破
を
記
念
し
て
貯
蓄
に
関
す

る
作
文
・
体
験
記
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
募
集
要
項
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
の
で
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◎
募
集
区
分
　
●
小
・
中
学
生
の
部

●
高
校
・
大
学
生
の
部
●
一
般
の
部

◎
応
募
作
品
　
題
名
は
自
由
で
す
が
、

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
を
使
用
し
、

　
①
小
・
中
学
生
の
部
は
、
例
え
ば

「
お
こ
ず
か
い
」
「
お
年
玉
」
「
私
の
貯

中
学
校
を
卒
業
し
た
人
と
同
等
以
上

の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人
（
年

齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ
ん
）

願
書
提
出
　
つ
ぎ
の
期
間
に
応
募
す

る
学
校
へ
　
ω
定
時
制
　
二
月
一
日

～
二
月
七
日
（
正
午
ま
で
）
　
⑭
通

信
制
　
二
月
二
十
日
～
四
月
十
日

問
い
合
わ
せ
　
◎
出
願
手
続
　
出
身

中
学
校
　
◎
学
習
内
容
等
　
出
願
す

る
高
等
学
校

　
詳
細
は
、
県
教
育
庁
高
等
学
校
教

育
課
（
費
〇
二
五
二
ー
二
三
－
五
五

一
一
番
内
線
三
六
六
四
、
三
六
六

五
）
ま
で
。

　
一
，
～
」
8
■
～
巴
8
，
啄
μ
」
3
¶
㌦
『
」
8
■
哩
ー
巴
審
■
1
卸
」
3
，
岨
脚
巴
塞
，
～
」
8
■
～
巴
8
¶
～
」
8
1
～
」
3
「
蝿
11
」
竃
，
岨
レ
」
8
，
呪
・
ら
■
■
■
、
ら
8
，
～
L
3
「
、
」
3
，
～
」
謬
，
岨
即
」
一
一
，
岨
卜
巴
一

金
破
＊
　
　
　
　
　
　
金
・
等
を
内
容
と
す
る
作
文
で
三
枚

以
内
　
②
高
校
・
大
学
生
の
部
、
一

般
の
部
は
「
私
の
貯
蓄
プ
ラ
ン
」
「
私

と
貯
金
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
等
を
内
容

と
す
る
体
験
記
で
五
枚
以
内
。

◎
応
募
方
法
　
作
品
に
は
題
名
、
住

所
、
氏
名
等
を
記
載
し
、
二
月
九
日

ま
で
に
お
近
く
の
郵
便
局
（
簡
易
局

を
除
く
）
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

◎
賞
　
郵
政
大
臣
賞
、
文
部
大
臣
賞

ほ
か
入
賞
多
数

◎
発
豪
　
報
道
発
表
す
る
ほ
か
本
人

に
も
通
知
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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国
民
年
金

保

険

料

　
市
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
一

年
分
前
納
さ
れ
る
か
た
を
対
象
に
、

「
口
座
振
替
」
制
度
を
取
り
入
れ
、
保

険
料
納
入
に
利
便
を
は
か
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
保

　
　
　
　
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
年
　
　
　
　
．

　
　
　
　
済

　
　
　
　
共
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
ε
　
　
　
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
査
・
　
賑

犀生年

引ξ

《
険
料
の
割
引
（
年
五
分
五
厘
）
が
あ

る
こ
と
、
金
融
機
関
が
代
行
し
て
納

入
し
て
く
れ
る
こ
と
、
年
一
回
の
納

入
で
済
む
こ
と
な
ど
た
い
へ
ん
便
利

で
す
。
ぜ
ひ
と
も
同
制
度
へ
の
加
入

を
お
，
勧
め
し
ま
す
。

口
座
振
替
の
範
囲

　
一
年
前
納
保
険
料
で
す

昭
和
五
十
五
年
度
前
納
額

　
定
額
四
万
四
千
百
五
十
円
（
割
引

額
千
九
十
円
）
　
付
加
保
険
料
四
万

八
千
八
百
三
十
円
（
割
引
額
千
二
百

十
円
）

　
な
お
、
保
険
料
は
昭
和
五
十
五
年

四
月
か
ら
、
一
ヵ
月
三
千
七
百
七
十

円
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

申
込
み
期
限

　
昭
和
五
十
五
年
二
月
二
十
九
日

手
続
き

　
預
金
通
帳
と
通
帳
に
使
用
し
て
い

る
印
鑑
、
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

（
年
金
手
帳
か
保
険
料
領
収
書
）
を

持
参
し
、
振
替
を
希
望
す
る
金
融
機

関
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
　
（
農

協
の
場
合
は
事
業
所
名
を
記
入
）

取
扱
い
金
融
機
関

　
第
四
銀
行
、
北
越
銀
行
、
大
光
相

互
銀
行
、
新
潟
相
互
銀
行
、
新
潟
県

信
用
組
合
、
労
働
金
庫
の
各
十
日
町

支
店
ま
た
は
十
日
町
市
農
業
協
同
組

合
本
所
ま
た
は
各
事
業
所

　市では、昭和54年11月1日付で中沢川雨水

管渠及び榎川雨水管渠の排水施設の供用を開

始しましたのでお知らせします。

◎供用を開始する区域

　山本町、千歳町1丁目の一一部。千歳町2丁

目、3丁目、寿町1丁目、2丁目、3丁目、

4丁目、宮田町、栃山田、中島、道下の全部。

大字山本字才の神、笠間田、はしご田ぐ秋な

し、中秋なし、下秋なし、谷内、冷田尻、中

谷内、大林、道下、頭なし、北下り、稲荷田、

かに原の全部。大字山本字城、上林割、屋敷、

村の中、大林割、反り甲、境沢の一部。大字

高山字中沢の一部。大字高山乙字中沢の全部。

字沢田の全部。字西1ノ丁、中沢の一部。字

東1ノ丁、東ニノ丁、念珠、東浦の一部。字

宮島、谷内、沖、沢田、栃山、宮田、中島、

道下、榎木、十二田、栃山田、道上、石原、

江向の全部。字蕪沢、七典り、十二沢、榎木

端の一部。

◎供用を開始する排水施設の位置

●中沢川（起点）十日町市大字山本885番

地12内　　（終点〉十日町市住吉337番地内

●榎川（起点）＋日町市原275番地4内

（終点）十日町市大字高山26番地7内

◎供用を開始する排水施設の分流式または合

流式の別

　「分流式」

「覚せい剤禍撲滅」の

　　テレビ放映

N　S　T新潟総合テレビ

2月16日ω　　　　　（》

午前8時半～8時45分
住みよい社会

「覚せい剤禍撲滅」

口
座
振
替
期
日

　
毎
年
四
月
二
十
日

固
定
資
産
税
の

　
　
　
納
期
が
変
わ
り
ま
す

　
従
来
、
固
定
資
産
税
の
納
期
は
四

月
で
し
た
が
、
五
十
五
年
度
よ
り
第

一
期
分
に
つ
い
て
の
み
五
月
納
期
と

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
四
月
が
年
度
始
め
で
、
各

家
庭
で
は
種
々
の
出
費
が
か
さ
む
こ

と
な
ど
か
ら
、
こ
の
負
担
感
の
軽
減

　近年、覚せい剤の乱用は増加

の一途をたどり、しかも乱用者

層は一般市民層にまで拡大し、

乱用者による犯罪等は深刻な社

会問題になっています。このた

め、覚せい剤の恐ろしさを知り、

乱用撲滅をはかるため、上記に

よりテレビ放映を行うものです。

固定資産税
　　納期一覧表

を
考
慮
し
た
も
の
で
す
。

　
～
た
ば
こ
は
心
の
日
曜
日

　
　
　
市
内
で
お
求
め
く
だ
さ
い
～

川
治
地
区
新
春
娯
楽
大
会

日
時
　
二
月
三
日
㈹
正
午
か
ら
（
受

付
は
午
前
十
一
時
半
か
ら
）

会
場
　
川
治
地
区
公
民
館

種
目
　
囲
碁
、
将
棋
、
麻
雀
（
高
校

生
以
下
は
除
く
）

申
込
み
　
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
同

公
民
館
（
8
二
ー
一
三
二
三
番
）
へ
。

第
一
期

五
月
十
六
日
よ
り
三
十
一
日
ま
で

変
　
更

第
二
期

七
月
十
六
日
よ
り
三
十
一
日
ま
で

従
来
通
り

第
三
期

九
月
十
六
日
よ
り
　
三
十
日
ま
で

〃

第
四
期

十
一
月
十
六
日
よ
り
三
十
日
ま
で

〃
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個
人
住
宅
建
設
資
金
の
申
込
み
を
受
付

　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
二
月
二
十
七
日
ま
で
…
…

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
自
分
が
住

む
た
め
の
住
宅
を
新
築
す
る
か
た
に

対
し
、
つ
ぎ
の
と
お
り
個
人
住
宅
建

設
資
金
の
申
込
み
を
受
付
ま
す
。

◎
受
付
期
問
　
一
月
二
十
八
日
励
～

二
月
二
十
七
日
菊
ま
で

◎
選
定
方
法
　
先
着
順
に
よ
り
無
抽

選
で
選
定

◎
融
資
額
　
木
造
住
宅
（
八
十
平
方

甘
以
上
）
の
場
合
三
百
六
十
万
円
～

三
百
八
十
万
円
。
断
熱
構
造
化
工
事

を
行
え
ば
十
～
三
十
万
円
の
融
資
額

の
加
算
及
び
老
人
（
六
十
五
歳
以
上
）

ん
ヂ

等
が
同
居
す
る
場
合
は
四
十
～
八
十

万
円
の
融
資
額
割
増
し
制
度
あ
り
。

◎
利
率
　
年
五
・
五
％

◎
返
済
期
問
　
木
造
の
場
合
二
十
五

年
以
内

◎
申
込
場
所
　
住
宅
建
設
場
所
と
同

一
県
内
の
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
店
」
と
表
示
し
た
金
融
機
関
。

　
詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫
北
関

東
支
所
（
費
〇
二
七
二
ー
三
二
ー
六

六
五
五
番
）
ま
た
は
、
お
近
く
の
公

庫
業
務
取
扱
金
融
機
関
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　　　流雪溝の使用は

　　　　　　ルールを守って

　15日から降り続いた雪は、21日に183cmに達

し、いっせいに雪おろしが始まりました。

　このため、屋根からグ）転落事故2件、床上

浸水1件、床下浸水10件など被害がでていま

す。（1月21日現在）

　駅通り、．本町通り、高田町通り、千代田町

など道路は水浸しです。屋根雪処理や流雪溝

の使用はルールを守ってください。

懲
欝
纏
雑
驚
短
除
の
．
r

、
露
木
伐
採
虚
濃
簾
明
癖
癖

　
市
内
の
山
林
め
う
ち
約
六
十
％

の
地
域
は
、
森
林
施
業
欝
爾
に
該
当
・

し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
で
立
木
の

伐
採
ま
た
は
譲
渡
に
よ
ゆ
、
由
林
所

得
税
の
低
滅
を
う
け
よ
う
と
す
る
人

は
、
森
林
縫
合
で
森
林
施
業
討
画
に

．
該
当
し
て
い
る
か
ど
う
か
確
認
し
て

該
当
す
る
と
ぎ
は
轍
月
末
霞
ま
で
に

市
役
所
農
林
課
で
証
鴫
串
請
し
て
く

だ
さ
鳩

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
百
七
十

四
万
四
千
三
百
十
二
円
の
寄
付
が
集

ま
り
、
こ
の
浄
財
は
左
記
の
よ
う
に

歳
末
慰
問
金
に
使
用
し
ま
し
た
。

区　分 人員 金　額

生活保護世帯 121世帯 242，000円

要保護世帯 125世帯 625，000円

ねたきり老人 109　人 327，000円

重度障害者（児） 66　人 198，000円

長期入院者 146　人 192，600円

施設入所者 111　人 166，500円

合　　　　計 678 1，751，100

（不足分については市社会福祉協議会より支給）

を
県
で
は
、
高
等
学
校
定
時

　
　
制
・
通
信
制
課
程
の
生
徒
を

育
募
集
し
て
い
姿

教
募
集
し
て
い
茎
校

校
◎
定
時
制
公
立
高
等
学
校

学
二
＋
九
校
◎
通
信
制
新

等
潟
高
等
学
校
（
新
潟
市
関
屋

吉
同
下
川
原
町
二
）
　
高
田
南
城

、
り
高
等
学
校
（
上
越
市
南
城
町

す
　
　
三
）

カな
応
募
資
格
こ
と
し
一
二
月
に

き
中
学
校
を
卒
業
見
込
み
の
へ

　
　
中
学
校
も
し
く
は
こ
れ
に
準

働
ず
る
学
校
を
卒
業
し
蒙

貯
突
紳
記
念
作
文
・

　
　
円
＊

便
兆
料
体
験
記
募
集

郵
5
0
＊

　
郵
政
省
で
は
、
郵
便
貯
金
の
五
十

兆
円
突
破
を
記
念
し
て
貯
蓄
に
関
す

る
作
文
・
体
験
記
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
募
集
要
項
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で

す
の
で
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◎
募
集
区
分
　
●
小
・
中
学
生
の
部

●
高
校
・
大
学
生
の
部
●
一
般
の
部

◎
応
募
作
品
　
題
名
は
自
由
で
す
が
、

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
を
使
用
し
、

　
①
小
・
中
学
生
の
部
は
、
例
え
ば

「
お
こ
ず
か
い
」
「
お
年
玉
」
「
私
の
貯

中
学
校
を
卒
業
し
た
人
と
同
等
以
上

の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人
（
年

齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ
ん
）

願
書
提
出
　
つ
ぎ
の
期
間
に
応
募
す

る
学
校
へ
　
ω
定
時
制
　
二
月
一
日

～
二
月
七
日
（
正
午
ま
で
）
　
⑭
通

信
制
　
二
月
二
十
日
～
四
月
十
日

問
い
合
わ
せ
　
◎
出
願
手
続
　
出
身

中
学
校
　
◎
学
習
内
容
等
　
出
願
す

る
高
等
学
校

　
詳
細
は
、
県
教
育
庁
高
等
学
校
教

育
課
（
費
〇
二
五
二
ー
二
三
－
五
五

一
一
番
内
線
三
六
六
四
、
三
六
六

五
）
ま
で
。

　
一
，
～
」
8
■
～
巴
8
，
啄
μ
」
3
¶
㌦
『
」
8
■
哩
ー
巴
審
■
1
卸
」
3
，
岨
脚
巴
塞
，
～
」
8
■
～
巴
8
¶
～
」
8
1
～
」
3
「
蝿
11
」
竃
，
岨
レ
」
8
，
呪
・
ら
■
■
■
、
ら
8
，
～
L
3
「
、
」
3
，
～
」
謬
，
岨
即
」
一
一
，
岨
卜
巴
一

金
破
＊
　
　
　
　
　
　
金
・
等
を
内
容
と
す
る
作
文
で
三
枚

以
内
　
②
高
校
・
大
学
生
の
部
、
一

般
の
部
は
「
私
の
貯
蓄
プ
ラ
ン
」
「
私

と
貯
金
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
」
等
を
内
容

と
す
る
体
験
記
で
五
枚
以
内
。

◎
応
募
方
法
　
作
品
に
は
題
名
、
住

所
、
氏
名
等
を
記
載
し
、
二
月
九
日

ま
で
に
お
近
く
の
郵
便
局
（
簡
易
局

を
除
く
）
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

◎
賞
　
郵
政
大
臣
賞
、
文
部
大
臣
賞

ほ
か
入
賞
多
数

◎
発
豪
　
報
道
発
表
す
る
ほ
か
本
人

に
も
通
知
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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国
民
年
金

保

険

料

　
市
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
一

年
分
前
納
さ
れ
る
か
た
を
対
象
に
、

「
口
座
振
替
」
制
度
を
取
り
入
れ
、
保

険
料
納
入
に
利
便
を
は
か
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
保

　
　
　
　
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
年
　
　
　
　
．

　
　
　
　
済

　
　
　
　
共
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
ε
　
　
　
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
査
・
　
賑

犀生年

引ξ

《
険
料
の
割
引
（
年
五
分
五
厘
）
が
あ

る
こ
と
、
金
融
機
関
が
代
行
し
て
納

入
し
て
く
れ
る
こ
と
、
年
一
回
の
納

入
で
済
む
こ
と
な
ど
た
い
へ
ん
便
利

で
す
。
ぜ
ひ
と
も
同
制
度
へ
の
加
入

を
お
，
勧
め
し
ま
す
。

口
座
振
替
の
範
囲

　
一
年
前
納
保
険
料
で
す

昭
和
五
十
五
年
度
前
納
額

　
定
額
四
万
四
千
百
五
十
円
（
割
引

額
千
九
十
円
）
　
付
加
保
険
料
四
万

八
千
八
百
三
十
円
（
割
引
額
千
二
百

十
円
）

　
な
お
、
保
険
料
は
昭
和
五
十
五
年

四
月
か
ら
、
一
ヵ
月
三
千
七
百
七
十

円
に
改
定
さ
れ
ま
す
。

申
込
み
期
限

　
昭
和
五
十
五
年
二
月
二
十
九
日

手
続
き

　
預
金
通
帳
と
通
帳
に
使
用
し
て
い

る
印
鑑
、
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

（
年
金
手
帳
か
保
険
料
領
収
書
）
を

持
参
し
、
振
替
を
希
望
す
る
金
融
機

関
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
　
（
農

協
の
場
合
は
事
業
所
名
を
記
入
）

取
扱
い
金
融
機
関

　
第
四
銀
行
、
北
越
銀
行
、
大
光
相

互
銀
行
、
新
潟
相
互
銀
行
、
新
潟
県

信
用
組
合
、
労
働
金
庫
の
各
十
日
町

支
店
ま
た
は
十
日
町
市
農
業
協
同
組

合
本
所
ま
た
は
各
事
業
所

　市では、昭和54年11月1日付で中沢川雨水

管渠及び榎川雨水管渠の排水施設の供用を開

始しましたのでお知らせします。

◎供用を開始する区域

　山本町、千歳町1丁目の一一部。千歳町2丁

目、3丁目、寿町1丁目、2丁目、3丁目、

4丁目、宮田町、栃山田、中島、道下の全部。

大字山本字才の神、笠間田、はしご田ぐ秋な

し、中秋なし、下秋なし、谷内、冷田尻、中

谷内、大林、道下、頭なし、北下り、稲荷田、

かに原の全部。大字山本字城、上林割、屋敷、

村の中、大林割、反り甲、境沢の一部。大字

高山字中沢の一部。大字高山乙字中沢の全部。

字沢田の全部。字西1ノ丁、中沢の一部。字

東1ノ丁、東ニノ丁、念珠、東浦の一部。字

宮島、谷内、沖、沢田、栃山、宮田、中島、

道下、榎木、十二田、栃山田、道上、石原、

江向の全部。字蕪沢、七典り、十二沢、榎木

端の一部。

◎供用を開始する排水施設の位置

●中沢川（起点）十日町市大字山本885番

地12内　　（終点〉十日町市住吉337番地内

●榎川（起点）＋日町市原275番地4内

（終点）十日町市大字高山26番地7内

◎供用を開始する排水施設の分流式または合

流式の別

　「分流式」

「覚せい剤禍撲滅」の

　　テレビ放映

N　S　T新潟総合テレビ

2月16日ω　　　　　（》

午前8時半～8時45分
住みよい社会

「覚せい剤禍撲滅」

口
座
振
替
期
日

　
毎
年
四
月
二
十
日

固
定
資
産
税
の

　
　
　
納
期
が
変
わ
り
ま
す

　
従
来
、
固
定
資
産
税
の
納
期
は
四

月
で
し
た
が
、
五
十
五
年
度
よ
り
第

一
期
分
に
つ
い
て
の
み
五
月
納
期
と

な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
四
月
が
年
度
始
め
で
、
各

家
庭
で
は
種
々
の
出
費
が
か
さ
む
こ

と
な
ど
か
ら
、
こ
の
負
担
感
の
軽
減

　近年、覚せい剤の乱用は増加

の一途をたどり、しかも乱用者

層は一般市民層にまで拡大し、

乱用者による犯罪等は深刻な社

会問題になっています。このた

め、覚せい剤の恐ろしさを知り、

乱用撲滅をはかるため、上記に

よりテレビ放映を行うものです。

固定資産税
　　納期一覧表

を
考
慮
し
た
も
の
で
す
。

　
～
た
ば
こ
は
心
の
日
曜
日

　
　
　
市
内
で
お
求
め
く
だ
さ
い
～

川
治
地
区
新
春
娯
楽
大
会

日
時
　
二
月
三
日
㈹
正
午
か
ら
（
受

付
は
午
前
十
一
時
半
か
ら
）

会
場
　
川
治
地
区
公
民
館

種
目
　
囲
碁
、
将
棋
、
麻
雀
（
高
校

生
以
下
は
除
く
）

申
込
み
　
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
同

公
民
館
（
8
二
ー
一
三
二
三
番
）
へ
。

第
一
期

五
月
十
六
日
よ
り
三
十
一
日
ま
で

変
　
更

第
二
期

七
月
十
六
日
よ
り
三
十
一
日
ま
で

従
来
通
り

第
三
期

九
月
十
六
日
よ
り
　
三
十
日
ま
で

〃

第
四
期

十
一
月
十
六
日
よ
り
三
十
日
ま
で

〃
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愈雪まつ、」お矢口らせ号勉
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●雪まつりパレード

　　9目　13：00～　ワンパク広場、コミュニティ広場出発

●雪まつり開会式　9日　13：30～　くらしの広場

●雪の芸術展　9日・10目　市内一円

●雪の芸術学童展　9・10日　市内一円

●氷の彫刻展　9・10日　駅前広場

●チンコロ市　9日・10目　昭和町通り

●郡市小中学校版画デザイン展　9日・10日　十日町小学校体育館

●第23回十日町美術協会雪まつり展　9日・10目　市民会館

●第11回新潟県写真サロン展　9日・10日　市民会館

●第12回蘭美書人展　9日・10日　市民会館

●雪の民具展　9日・10日　博物館

●たばこ吸い当て大会　9日・10日　ふるさと広場

●荻　昌　弘　講演会　10目　10：00～11：30　市民会館

　　　演題“ふるさとと映像と人生”

●アップビーツコンサート　10日　13：00～15：00　市民会館

　　　　　　　　　　　　亀●第8回ナツメロ大行進チャリティショー

　　10目　19：00～21：30　市民会館

●雪上BMX（自転車モトクロス）大会

　　10日　10：00～14：00　カーニバル会場

●雪まつり撮影会　10日　10：00～15：00　カーニバル会場付近

モデル　ミス・インターナショナル日本代表　蒲　原　まゆみ

　　ミス・ワールド　　日本代表　日比野元美　ほか3名

●東京12チャンネルr日本縦断民謡大全集』録画

　　10目　13：00～14：00　司会　三笑亭夢之助　くらしび）広場

●東京玉藻探勝会200回記念俳句会　10目　15：00　農協福祉会館

●郷土芸能と民踊の祭典　10日　14100～15：40　愛と・マンび）広場

●雪の芸術作品表彰式　10日　14：40～15：00　愛と・マンの広場

●越山会民謡発表会　10目　12：00～16：00　商工福祉会館

●さよなら第31回雪まつり　10日17：00～18：00愛とロマンの広場

齢〈＞”く〉韓

雪まつり写真集

r白い愛の祭典」増刷出版

第30回を記念して出版された写

真集r白い愛の祭典」が増刷され

ます。定価は2千円です。おもと

めは、雪ま一）り案内所、市内書店

雪まー）1）事務局で。

　
雪
を
友
だ
ち
に
し
て
、
雪
国
の
冬
を
明
か
る
く
し
よ
う

と
は
じ
め
ら
れ
た
雪
ま
つ
り
も
年
々
盛
大
に
な
り
三
十
一

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
回
は
二
月
九
目
（
土
）
十
日
（
日
）
の
両
日
、
メ
エ

ン
イ
ベ
ン
ト
の
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
を
は
じ
め
楽
し
い
五
つ

の
お
ま
つ
り
広
場
、
創
意
と
工
夫
を
こ
ら
し
た
市
内
一
円

の
芸
術
作
品
。
多
彩
な
協
賛
行
事
と
も
り
だ
く
さ
ん
の
企

画
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
雪
ま
つ
り
に
お
で
か
け
く
だ
さ
槍

雪』＝カーニハル

、
”
・
　
諺
曹

　
　
　
’
㌔
、

眠
擁

2月9日仕）

．18　二30～20：00

城ケ丘市営球場

雪上舞台
《古都の雅》

　　　　’、＿＿．一
タイマツ滑降、きものショー（1～4景モデ

ル34名）、歌謡ショー（出演タレント、石野真子、

川崎麻世、ザ・リリーズ、園まり、スクールメイ

ツ、司会宮尾すすむ）　ミス札幌、きものの女王

紹介、紋紙焼納、雪上花火、フィナーレ。

　きもの総合展示館
一2月6日オープンー
　繊労ビル1～2階
◎　きもの物産等総合展示即売

◎　型紙彫刻作品展

◎　染織紋様図案展

◎　奥越後木工製品展示即売会

第1回雪の十目町

カラー写真コンテスト
●テーマ　雪まつり、雪げしきな

ど冬の十日町に取材したもの

●締切り　55年3月31日
●応募先　市役所商工課

詳細は11月25日付お知らせ版1

面をご覧ください。
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饒く　〈申込先〉県総務部・県史編さん室（〒951新鮒
望だ学校町通…番町602盈025H3－5511番内線3025）

薦さ審鵯諺備瀧鞭繭昏鰭講
議い套、1綴繕轡箔ll麟ll讐貿墜出
ム
π　　　　　　〈申込締切〉　2月29日
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新潟県立県百年を記念して進められていたr新潟県史」

全37巻σ）編さんは順調に進み、このたびそび）うち2巻が

刊行されることになりました。

　「新潟県史」は、原始・古代から現代までを37巻にま

とめようという大規模な編さん事業です。1人でも多く

グ）かたがこれを手にして、新潟県び）歴史を展望する資料

となさってはいかがでし、裳うか。

◎定価及び申込方法

●近世 三・ド越編　4，600円　●近代…・明治維新編
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